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＜あらまし＞ 本シンポジウムでは, 教育・学習におけるフィードバック(FB)の重要性を共有

し, 学習成果を向上させるための有効な FB を誘起するメカニズムについての対話を促進する

ことを目指す. 良質な FB を求めることは自己成長のための学びに必須である. これまでの研

究成果をもとに, FB の授受プロセスの概要, 高等教育における事例, より良い FB を受けるた

めのレディネス, フィードバックへの反応を記録し FB の活用を支援するシステムを紹介する. 
シンポジウムを通じて, 参加者との交流を図りながら自身の成長を促す FB をどう誘起できる

か, FB シーカーに何が必要かを検討する．
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1. はじめに

社会に適応し, 人生を豊かに過ごすために

生涯を通じて学ぶことが推奨されている. 自
己成長を促すためには主体的に自律的に学ぶ

ことが重要である. 個人での学習に加え, 社
会的な学習の場で, 自己のやっていることに

対し客観的に多様な視点からフィードバック

(FB)を受けることで, 新たな気づきやアイデ

ィアに繋がり, 発展や改善の機会になる.  
従来の研究では, 適切な FB の提供方法な

ど, 提供する側に焦点化したものが多かった. 
本研究は, FB 受容(シーカー)側にフォーカス

してきた. 発表時の対話や尺度により収集し

た回答などを, データ駆動とナレッジ駆動ア

プローチを用い研究を進めてきた. 本シンポ

ジウムでは, 研究成果として, どのような働

きかけにより, 良質な FB をもらうことがで

きるか, もらった FB を有効に活用できるか

を, 会場の参加者と共に考えたい.  
発表は, 主旨説明からはじめ, FB 授受プロ

セス, FB 活用支援事例, レディネス, 支援シ

ステム開発について紹介する. 以下に発表の

概要を整理する.

2. FB の質と授受プロセスの概要(合田)

本研究では, 良質な FB の誘起が主題とな

っており, FB の質を判断するための基準が

必要であった. そのため, FB の質を構成する

要因を体系化し, 質をチェックするためのリ

スト案を開発した. 大項目として, コメント

自体, コメントの特性, コメントの内容, シ
ーカーの成長を含む. 冒頭で, 良質な FB に

ついて操作的定義を説明する.
次に, FB 受容プロセスを紹介する. 社会的

な学習の機会として, 研究会やゼミにおいて, 
発表者(FB シーカー)1名に対し, 他の参加者

(複数の FB 提供者)がいる場面を対象とし, 
FB 授受のプロセスを整理した. グループや

コミュニティにおける活動目的の共有, 心理
的安全性, 発表者の準備状況, 参加者の役割

や意識などの要因を踏まえ, 各発言の相互作

用を考慮し, プロセスを時系列にまとめた.

3. FB について知ることの意義：高等教育に

おける事例(石毛・山本)

良質な FBを求めるためには, FBとは何か, 

その意義, 活用方法など, FB についての知

識(Ishige, et al, 2021)が必要であると考

える. そこで, FB について学ぶ機会を提供

することの影響や仕組みづくりについて 2つ

の事例を通し検討する(石毛ほか, 2022; 山

本, 2021)．事例 1(石毛)では, 学習支援者

(チューター)への影響を, 事例 2(山本)では,

効果的な FB シーカーになりそうな学生の特
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徴について実践研究の結果を紹介する. 良質

な FBを誘起することに加え, その FBを有効

活用することが, 自己成長には欠かせない. 

事例では, どのように学生を効果的な FB シ

ーカーに育成していくかのアプローチや支援

方法について検討する.  

 
4. FB誘起のためのレディネス (可部・田中) 

有用な FBをもらうためには, FBシーカー

による発表準備, FB に対する態度, 特性な

ど多くの変数が影響する(可部ほか, 2021). 

例えば, 図 1のように, FBシーカーの FBに

対する受容感度の大小により, 得られる FB

も異なると考えられる. 本発表では, 関連す

る変数を整理し試作した数理モデル案を紹介

する. モデル案の開発プロセス, および, 独

立変数, 従属変数などの各変数の意味, 数値

化の方法, 解釈を説明し, 良質な FBを誘起

するためのレディネスについて議論する.  

 

 
図 1 FB受容の感度による違い 

 
5. FB 支援システムの開発 (合田) 

FB誘起および FBの活用を促すために, FB

支援システムを開発した. グループやコミュ

ニティでは, 発表者(FB シーカー)と参加者

(FB 提供者)の対話が, 他の参加者(FB 提供

者)の思考や発言に影響を与えることがある. 

これらのやり取りを可視化し, 発表者を含む

参加者がそれぞれの発言についてどのように

感じているのかを, リアルタイムで記録し共

有することで, 人に影響を与えた発言や分か

りづらかった発言などが把握できる機能を実

装した(図 2,図 3参照).  

 

図 2 システム画面 1：発表者の共有画面, グ

ループチャット, リアルタイム発言 

 

図 3 システム画面 2：リアルタイムの発言と

反応の記録 

 

これにより対話における FBの質を向上させ, 

FB シーカーが受け取った FB の活用を促進す

ることが可能となる. また, 本システムを活

用することで, 対話における相互作用やダイ

ナミクスを描写することも可能になり, FB誘

起モデルの更なる検証と改善に繋げることが

できる.  

 

6. 研究シンポジウム参加者へのお願い 

我々は, FBの研究を行なっており, FBの

重要性を主張している. そこで, 本研究を一

層発展させるために, 参加者の皆様から FB

をいただきたいと考える. 発表の合間には, 

参加者との意見交換の時間を予定している. 

また多くの FB をいただけるようオンライン

での共有ドキュメントも用意する. ご協力を

仰ぎたい.  
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